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会員企業紹介
JPNIC

第42回JPNIC臨時総会（東京、富士ソフト アキバプラザ）10日

第19回JPNICオープンポリシーミーティング （東京、日本教育会館）14日

Activity Report

活動報告
活動カレンダー（2010年12月～2011年3月）

JPNIC

■12月

IPアドレス管理指定事業者定例説明会（東京、JPNIC会議室）14日

■1月

第83回通常理事会（東京、JPNIC会議室）8日

■2月

第43回通常総会11日

■3月

第84回臨時理事会（東京、富士ソフト アキバプラザ）

JPNICオープンポリシミーティングショーケース4（石川、石川県立音楽堂）19日

第29回ICANN報告会（東京、スター会議室 神田・大手町）27日

HOSTING PRO 2011 ［後援］（東京、秋葉原コンベンションホール）3日

■�2011年に入り、今年はいよいよIPv4アドレスの在庫が枯渇する

と予測されています。この問題に対する、貴社の取り組みにつ

いてお聞かせください。

　我々は法人向け大手プロバイダーとして、IPv4アドレス在庫枯

渇を大きな問題としてとらえてきました。ですから、その対策として、

かなり早い時期にIPv6アドレスの割り振りを受けたり、NTT フレッ

ツ光ネクストを率先して導入する等、IPv6対応を早くから進めてま

いりました。

　我 自々身がそうした対応を進めていく中で、「IPv4とIPv6という

互換性の無いネットワークを両方持つというのは、各事業者にとって

少し負担が大き過ぎるのではないか」と考えるようになりました。そこ

で、大手ISPや事業者の皆様とともに、私共も発起メンバーとして、日

本ネットワークイネイブラー（JPNE）株式会社を設立しました。JPNE

を通じて、我々は、次世代ネットワークを利用するISP事業者に対す

るIPv6インターネット接続事業支援等を行い、IPv6の早期普及活

動に努めています。本当に普及を進めていきませんと、我々のような

プロバイダも、割り当てるIPv4アドレスが無くなって困るという事態に

直面することになりますから、他のメンバー企業の皆様も同じ思いで

取り組んでいます。

■�JPNEの株主構成を拝見すると、ISPではコンシューマー向けの

ビジネスで知られている会社が並ぶ中、貴社のみ法人向けビジ

ネスの事業者であることが印象的でした。

　我々は直接的にコンシューマービジネスはしていませんが、コン

シューマー向けインターネットサービスを提供されている事業者の

皆様に、ローミングサービスを提供させていただいていますから、そ

ういう意味で求められるIPv6対応へのスピード感は一緒ですね。ま

た、法人のお客様は、今後新しいビジネスを展開する際に、インター

ネット上で固定のIPアドレスをたくさん利用することがさらに増えてい

くと思います。例えば、ホームセキュリティ、ワイヤレス機能の付加な

ど、IPアドレスの新しい活用の仕方がたくさん登場してくると思いま

す。こうした分野のビジネスに取り組まれているお客様と我 も々一緒

になって、新商品を開発していく等していきたいと思っています。

                 ◇             ◇               ◇

■�JPNICに対するご要望などありましたら、お聞かせください。

　インターネットがこれだけ大きな営みとなり、インフラとなっている

現状を鑑みると、インターネットが健全に運営されて、発展してい

かなければならないと感じます。もう立派なインフラの一つなわけ

ですから、社会から批判されては何の意味もなくなってしまいます

よね。今後もさまざまな問題が起きるとは思いますが、社会とうまく

マッチした形で進化していくことが重要だと思います。JPNICの皆

様には、ぜひ頑張っていただきたいですね。

■�ありがとうございます。今後もお気付きの点があれば、ぜひご助

言いただきたいと思います。最後に、このコーナーに登場してい

ただいた方皆さんにお聞きしているのですが、「インターネットと

は」一言で言うと何でしょうか。

　やはり、「インフラ」でしょう。もはや完全に生活の中に溶け込ん

でいますよね。モバイルをはじめ、一つ一つのデバイスにもイン

ターネットが入っているような状態になってきていて、ユーザーの

皆様は、特にそれを「インターネット」と意識しないで利用されて

います。そうした中において、このインフラを快適に利用いただく

環境をいかに整えていくのかが、我々の役割だと思いますね。
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丸紅アクセスソリューションズ株式会社

法人向け大手プロバイダーとして、
IPv4アドレス在庫枯渇問題にいち早く対応

〜日本ネットワークイネイブラー株式会社を通じた IPv6早期普及活動〜

■ インターネットとは何かについて語る齊藤社長
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JPNIIC
活動報告

Activity Report

　2010年12月10日に、補正予算の審議を主たる目的とする第
42回JPNIC臨時総会が開催されました。この総会において、
2011年度からの実施に向けて検討を進めてきた、IPアドレス等
料金体系改定を見送ることについてもご報告させていただきま
した。

　本稿では、見送りに至った経緯と今後の進め方に関して、ご説明
させていただきます。

◆IPアドレス等料金体系改定に関する2010年6月総会までの経緯

　IPアドレス等料金体系の改定については、2010年3月12日開催
の第40回JPNIC総会にて、最初の検討案（一次案）をご報告させ
ていただきました。

第40回総会 
資料1 「IPアドレス事業料金体系見直しの件」
http://www.nic.ad.jp/ja/materials/general-meeting/20100312/shiryou1.pdf

　その後、IPアドレス管理指定事業者（IP指定事業者）および、新
たに課金対象となる歴史的経緯を持つプロバイダ非依存アドレス

（歴史的PIアドレス）割り当て組織向けの説明、ご意見募集などを
行い、いただいたご意見を踏まえた料金体系案（二次案）を、2010
年6月18日の第41回総会の議案としてJPNIC会員の皆様にご審議
いただきました。

第41回総会 
資料3-2 「IPアドレス等料金体系改定の件」
http://www.nic.ad.jp/ja/materials/general-meeting/20100618/shiryou3-2.pdf

　この審議の際に出席会員から、提案内容では2014年度以降の
課金額が不明確であり、このまま承認することは難しいため、歴史
的PIアドレス割り当て組織とIP指定事業者が同一の料金体系とな
るよう見直しを行う、という点を削除する修正提案が出されました。

　その場で修正案によって決議することも検討されましたが、事前
にIP指定事業者、歴史的PIアドレスの割り当て組織の方々に説明
した内容と異なること、また、書面表決による事前の賛成票が無効
になってしまい、総会運営面で混乱が生じる可能性があることなど
を考慮し、議長の判断により採決を見送る提案がなされ、出席会員
の賛成多数により可決されました。

◆6月の第41回総会後の検討

　上記の総会での審議結果を受けて、その後、理事を中心とした
メンバーによる役員検討会を開催し、料金体系案や今後の進め方
についての検討を行いました。

　この検討会においては、最初に、総会にてご指摘いただいた
2014年度以降の料金体系をどうするか、また同時に、説明会などで
もご要望としていただいていた非営利、学術組織に対する優遇制
度についても検討を行いました。

　その結果、IP指定事業者へ割り振る通常のIPアドレスおよび特
殊用途用PIアドレスと、歴史的PIアドレスは、「歴史的な経緯を持
つ」という以外に、利用用途などによって区別を設けることが困難で
あるだけでなく、またこの三者は上位の接続先が変わっても同じアド
レスを使い続けられるという点でも同等と判断し、JPNIC管理下の
IPアドレスについては、すべて同一の料金体系によって課金するこ
とを基本案として進めていくこととしました。

　またこの過程で、説明会などでもご要望としていただいてい
た非営利、学術組織に対する優遇制度についても検討が行
われましたが、IP指定事業者および特殊用途用PIアドレス割り
当て先組織でも、非営利・学術研究目的でIPアドレスを利用し
ている組織もあること、また一方でIP指定事業者から割り当て
を受けている学術機関等などもあることなどから、「営利/非営
利、学術/研究などのIPアドレスの利用目的によって、費用負担
方法を合理的に区別することは困難である」という結論に至り、
今後ご意見をお伺いする中で、明確な基準の設定が可能とな
るご提案がいただけない限り、現段階では特別な対応を行わ
ないこととしました。

　この時点で、当初提案した二次案では、2011年度から3ヶ年
は、1組織あたり一律52,500円/年という歴史的PIアドレスへの
課金案を変更し、2014年度以降も含めて同一料金体系とし、IP
指定事業者向けの課金額算出式として二次案で提案した算出
式も数値を変更し、金額がほぼ半分になる式に変更することにし
ていました。

　しかし、このまま2011年度からの課金とした場合、旧クラス
B保有組織の料金負担増が急激であることを考慮し、2011年
から3 ヶ年の経過措置案を新たに検討しました。具体的には、
二次案では一律固定の金額をお支払いいただく形での提案
でしたが、2011年度からの料金を年度毎に段階的に割り引
いていく方式を考えました。検討会の時点では、2011年度に
75%、2012年度に50%、2013年度に25%を割り引くことを提案
しました。

◆その後の、説明会等によるご意見聴取

　役員検討会では、この他にも歴史的PIアドレスの管理形態がど

■ IPアドレス等料金体系改定の見送りについて

　主な補正の要素は、

　・ インターネット基盤整備基金資産運用収入の減額補正
　・ 2010年度決算値を反映させた前期繰越収支額の増額補正
　
で、その他の増減する収支項目も併せて、林事務局長が説明を
行いました。

　本議案は、原案の通り承認可決されました。

　この第42回臨時総会の資料、議事録等は、JPNIC Webサイ
トにて公開しております。

社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター第42回臨時総会
http://www.nic.ad.jp/ja/materials/general-meeting/20101210/

　　　　　　◇　　　　◇　　　　◇　　　　　　　

　総会に引き続き、講演会を行いました。今回は、「運用者目線から
のIETF標準化〜RFC5952への軌跡〜」と題して、IPv6アドレスの
推奨表記を定めたRFC5952を執筆された、ＮＥＣアクセステクニカ
株式会社の川島正伸氏、ＮＥＣビッグローブ株式会社の川村聖一
氏にお話しいただきました。ご講演の中では、RFCを執筆した経緯
をはじめ、このRFCが世に出るまでのご苦労など舞台裏をご紹介
いただきました。

　なお、2011年度の事業計画・収支予算をお諮りする、次回の第
43回通常総会は、2011年3月11日（金）に開催予定です。

（JPNIC 総務部 佐藤俊也）

　2010年度補正予算案を会員の皆様にお諮りする、第42回
JPNIC総会（臨時総会）を、2010年12月10日（金）に、富士ソフト ア
キバプラザ（東京・秋葉原）にて開催いたしました。以下、本総会の
議案等について、簡単にご報告します。

◆理事長挨拶

　初めに、総会開会に先立って後藤滋樹理事長から、出席会員へ
挨拶が行われました。

　続いて、今回の総会での議案説明を行いました。本総会では、
「『IPアドレス等料金体系改定の件』の検討状況」、「JPNICにお
けるIPv4アドレス移転に関する検討状況」という2件の報告事項な
らびに、「2010年度補正予算案承認」について1件の審議事項が
ありました。以下に、個別の議案について、概要を記載します。

◆報告事項 「IPアドレス等料金体系改定の件」の検討状況

　2010年6月18日に開催された第41回総会で議案を撤回し、今回の
総会において再度審議を行うこととしていた「IPアドレス等料金体系
改定」の検討について、今回の総会では料金体系改定に係る議案提
出を本総会では見送ること、また、これまでの活動実績、今後の料金
体系改定に向けた取り組み予定等につきIP事業部次長の伊勢より報
告しました。本件については、次ページからの詳細をご覧ください。

◆報告事項 JPNICにおけるIPv4アドレス移転に関する検討状況 
　JPNICは、2011年中盤にIPv4アドレスの在庫が枯渇すると予測
しています。この在庫枯渇後に発生する課題への対応策として提
案され、現在JPNICで制度の導入を検討しているIPv4アドレス移
転に関する進捗状況、今後の検討課題等について、IP事業部次
長の伊勢より報告を行いました。

◆第1号議案：2010年度補正予算案承認の件

　本議案は、2010年3月12日に開催された第40回通常総会※1にて
承認された、2010年度収支予算に変更が生じたため作成した、補
正予算案についてお諮りしたものです。

■ 第42回JPNIC臨時総会報告

※1 社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター第40回総会（通常総会）
　　http://www.nic.ad.jp/ja/materials/general-meeting/20100312/

■ �JPNIC後藤滋樹理事長より、開会に先立ち挨拶がありました

■ �総会会場の様子
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とし、2010年12月10日の総会にて、その旨をご報告させていただい
た次第です。

第42回総会 
資料1-1 「『IPアドレス等料金体系改定の件』検討状況の報告」
http://www.nic.ad.jp/ja/materials/general-meeting/20101210/shiryou1.pdf

◆今後の進め方／取り組みについて

　2011年度からの料金体系改定は見送らせていただきましたが、
今後も料金体系改定実施は必要であると考えております。そのた
め、これまでいただいたご意見を踏まえながら、今後より一層の広
報、広聴活動を実施し、皆様にご理解をいただいた上での改定を
実現していきます。

　今後の広報、広聴活動においては、これまで説明会等にご参加い
ただけていない組織の方々への広報とご意見聴取を網羅的に行う一
方で、必要に応じて個別的なヒアリング活動も実施していく予定です。

  そのため、まずは2011年1月中に、すべての歴史的PIアドレス割り
当て組織に対して、書面による料金改定に関するご説明を送付さ
せていただくとともに、ご担当者様の連絡先の再確認、また今後の
IPアドレスの利用継続意向などについてお伺いをする予定です。ま
た、その中で、現在の料金改定案についてのご意見も積極的にお
伺いしたいと考えています。

　並行して、料金改定に関する説明と手続きを詳細に示した文
書、規約案、合意確認を行うための書面等の整備、請求方法、お
支払い方法の詳細など、各組織において、よりお支払いしやすい方
法の詳細を、関連各位と連携しながら検討を進めます。そして、上
記の活動、検討を実施した上で、最終的な料金体系案をまとめて、
2011年6月のJPNIC総会にてお諮りできるように取り組んでいく予
定です。

　これまでJPNICは、日本のインターネットの安定運用のため、適切
なIPアドレス管理業務に努めてきました。今後もIPアドレスの適切な
管理体制を継続的に維持していくためには、IPアドレスを利用して
いる皆様からのご協力が不可欠です。

　そのため、今回の料金体系改定の検討についても、皆様からの
より多くのご意見を伺いながら進めてまいりたいと考えておりますの
で、ぜひとも引き続き、ご理解とご協力をお願いしたいと思います。

（JPNIC IP事業部 佐藤晋）

のように変遷してきたのか、現状のIPアドレス管理構造と費用構造
がどうなっているかなどを整理し、歴史的PIアドレス割り当て組織
の方々に、費用負担についてご理解をいただけるような説明資料
の内容を検討してまとめていく作業も行ってきました。また、この資
料をもとに、2010年9月末頃から順次機会を設けて、説明会とご意
見聴取を進めてまいりました。

　歴史的PIアドレス割り当て組織の方々全体に呼びかけて実施し
た説明会は、2010年10月に2回開催いたしましたが、それ以外にも
地域の情報基盤センターや学術系ネットワーク団体の会合の機会
などを利用し、意見交換をさせていただきました。

　このような機会を通じて、前述したように、利用用途による料金の
区別は難しいという点をご説明させていただいたものの、やはり学
術組織等に対する何らかの割引措置などを検討して欲しいという
ご要望をあらためていただきました。

　また、2011年度からの課金開始とした場合、2010年12月に金額が
決定するのは予算策定、確保スケジュールの都合上非常に厳しく、
この段階で請求方式や細かな契約手続きが未確定なのであれば、
実施時期をずらして欲しい、というご意見も多数いただきました。

◆2011年度からの実施見送りの理由

　新たな料金体系案についてのご意見聴取を進めていく中で、歴
史的PIアドレス割り当て組織の方々からもIPアドレス事業費用の一
部を負担いただくことについては、徐 に々ご理解をいただけるように
なってきていると考えております。

　しかし、歴史的PIアドレス割り当て組織全体から見ると、まだ十分
なご意見聴取ができていない状況にあります。前述したように、情
報基盤センターや学術系ネットワーク団体の会合の機会などを利
用させていただいたこともあり、大学関係組織に対するアプローチ
は比較的進んできたと思われますが、地方自治体関係組織や、数
として最も多い一般企業の方々に対しては、アプローチできている
割合が、比較的低いと認識しています。

　また、請求方式に関する要望や返却手続きの明確化など、いた
だいたご意見に対応するための事務手続き等の準備、検討を進
めていくためにもまだ時間がかかるといった状況もあり、理事会に
おける検討の結果、このまま2010年12月の総会に議案として諮り、
2011年度からの実施とするのは困難であるとの判断に至りました。

　そのため、2011年度については現行の料金体系を継続すること

  APNIC30ミーティング報告

　今回のAPNICミーティングは、日本人も多く訪れるオーストラリ
ア最大の観光保養地、ゴールドコーストで開催されました。

・開催期間 ： 2010年8月24日〜8月27日
・開催地    ： オーストラリア、ゴールドコースト
・会場       ： サーファースパラダイス・マリオットリゾートアンドスパ
・参加者    ： オンサイト     183名
             　 リモート会場    24名
                リモート参加  165名

  実は当初開催地としてバンコクが予定されていたのですが、
反政府デモで政情が不安定なことから、開催の3ヶ月前に急遽
APNICオフィスから1時間程度でアクセスできる、本開催地に
変更したという経緯があります。当初の想定外ではありました
が、2000年のブリスベンでの開催以来、ちょうど10年ぶりに
APNICの地元での開催となりました。

　アドレスポリシーについては、今回議論の対象となった5点の
うち、提案者の意思により今回の提案としては取り下げられ次回
持ち越しとなった1点を除き、残り4点の提案はすべて継続議論
となり、APNICミーティング後、施行するポリシーがないという珍
しい結果で終了しました。

◆プログラム

  プログラム構成は従来同様、初日にトレーニング・チュートリアル、最終
日にAPNIC総会を行い、APOPS、ポリシーSIGを主な軸として、その他
の時間にPlenaryや各種BoF等が割り当てられていました。

  今回、議論の行方が一番注目されていたセッションは、新たに設けら
れたプログラム“Member Petition BoF”です。これは、APNICのフォー
ラム運営会則の改定を求める提案が、インドのコミュニティメンバーか
らポリシーSIGに提出されたことに対応したものです。

　提案では、APNIC EC（Executive Council）選出方法の変更等、
APNICフォーラムの組織運営に関する改善を求めており、ポリシー
SIGで取り扱うテーマではないとSIGチェアが判断したため、ECで協議
の結果、専用のBoFを設けて議論を行う運びとなりました。

　また、ミーティング最終日のAPNIC総会には、距離的に近いことも
あって、普段はカンファレンスに参加しないバックオフィスのAPNICス
タッフも顔を出しており、私自身も普段メールだけでやりとりを行っている
担当者に直接会って話をすることができました。

◆Member Petition BoF

　Member Petition BoFで議論されたAPNIC組織運営に関する改
善については、前回のAPNIC29ミーティング以来、ECの選出方法の改
定や政府関係者の関与の必要性を主張するインドのコミュニティメン
バーと、その他メンバーとの間でメーリングリストでの議論が白熱してい
た経緯もあり、どのようなかたちで決着させるのかが注目されていました。
また、アドレスポリシーと料金改定以外のテーマで、コミュニティメンバー
から提案が行われたことはフォーラム上初めてのことでもあります。

　組織運営上のルールはAPNICの定款で定められており、全会員票数の
2/3以上の賛成をもってしか変更することができません。そのため、BoFでは
冒頭で、定款変更などに必要な請願（petition）プロセスについて、説明が
行われた後、ポリシーSIGに提出された三つの改定案が発表されました。
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